






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































24）   『八幡愚童訓乙』上の「四　御躰事」には，ご神体や神と人が触れることをめぐるいくつかのエピソ
ードがある。保延六年に石清水八幡宮が焼けたときに，当番の御殿司である覚豪が，「剣璽」を入れた
箱の蓋が少し空いていたので，見るつもりはなかったのだが「光明かゞやき給へりと計」（『八幡愚童訓』
p.223）であるのを見てしまい，「両眼忽ちにくらくなり，前後を弁えずなりければ」（同）というよう
に，目が見えなくなった。そもそもご神体や神を見るということは，人が望むべきことではなかった。
「垂迹の実躰におきては，神道幽玄にして，凡夫不浄の眼にて奉見事なければ」（同 p.219）とあるよう
に，穢れた凡夫は神聖な神を見ることはできないのである。ここからは，神と人の存在の差異を決定的
なものとして捉える思想がうかがえる。その神聖さと穢れは，その間を埋めることのできないような質
差をもって隔たっていた。もし人が神を見るとすれば，それは神を穢すこと，すなわちタブーを犯すこ
とになり，結果として罰を蒙ることになる。或いは，その神聖さが有限で穢れた人間存在にとってとて
も耐えられるものではないから，目が見えなくなったとも言える。いずれにしろ，神の存在としての超
越性が，ここで示されている。ただ，その超越性は全く超えられないかというと，そうとは言い切れな
いところもある。「執行法橋俊成は，御躰を伺参らせて眼くらく成にけり。但秘密神咒念誦成就しぬれば，
十方の浄刹にいたり，聖衆を拝見する徳有故に，行教和尚は神躰に近付，御物語を承，第一別当安宗は
御腰よりしたを拝見す。伝教大師はまのあたり紫衣を給はる。弘法大師は東大寺の南大門にて御対面あ
りて，相互に御影をうつし給けり」（同 p.223）とあるように，神を拝見する，もしくは神と交わるだ
けの徳を備えれば，対等に交感できるのである。この徳が，仏法の成就によって得るものであることは，
この引用箇所から推測しうる。その徳の有無，言い換えれば仏法の成就の有無，あるいは成就していな
くてもある程度の水準に達する者は，目が見えなくなるリスクをクリアして，超越者と交感できるので
ある。ここで語られる交感は，したがって一定の条件下にあるものとして考えられる。神は神聖な存在
であり，その神聖さは原則として乗り越えられないものであるが，そこに至る通路として仏法があるの
である。ただここには，直接ご神体を見るという話もあるので，『沙石集』で見た交感のかたちと同様
に扱うには注意を要する。いずれにしろ，然るべき資格が備わった人には，神が姿を現し，対面すると
いう点が注目すべき所である。なお，安易な比較は避けるべきだが，神と直接顔を合わせたら人が死ぬ
ということや，然るべき時に然るべき人に神が顔と顔を合わせて重要なことを伝えるというような話は，
旧約聖書にもみられる。たとえば，出エジプト記のモーセと神の関わり方などは，参考になる。以上，
引用は萩原龍夫校注『八幡愚童訓乙』（櫻井徳太郎・萩原龍夫校注『寺社縁起』日本思想大系 20岩波書
店 1975所収）による。なお，神あるいは仏と顔と顔を合わせることが至福であるということは，たと
えば『観無量寿経』の極楽浄土に行って，阿弥陀仏を始めとした聖衆と対面し，直接説法を聞くという
ことにも示されている。神仏との距離が近いこと，ひいてはともにいることが，人にとっての至福なの
である。『観無量寿経』では，人の能力別に，浄土への生まれ方，阿弥陀仏などとの関わり方が異なっ
て描かれる。一番優れた上品上生の者は往生してすぐに阿弥陀仏や諸々の菩薩の姿を間近で見ることが
できる。上品中生以下の者は，その能力に従って，仏や菩薩に会うまでに時間がかかったりする。最終
的にはみな救われるのだが，距離や時間の差が示す意味には十分留意すべきであろう。
